
「
き
よ
こ
の
く
ら
」
映
画
鑑
賞
会
報
告

平
成

3

0
年

2
月

2

0
日
に
「
き
よ
こ
の
く

ら

」
映
画
鑑
賞
会
を
、
コ
ク
ヨ
山
陽
四
国
販
売

で
開
催
し
ま
し
た

。
2

0
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た

。
岡
山
の
詩
人
永
瀬
清
子
の
生
家
の
蔵
の

記
録
と
清
子
の
魂
を
伝
え
た
映
画
で
す
。

永
瀬
清
子
生
家
保
存
会
理
事
長
の
横
田
都
志

子
氏
も
来
て
頂
き
、
こ
の
映
画
を
作
る
き
っ
か

け
な
ど
を
楽
し
く
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た

。
ド

キ

ュ
メ
ン

ト
あ
り
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
あ
り

、

現
代

ア
ー
ト
あ
り
で

、
飽
き
る
こ
と
な
く
楽
し

め
ま

し
た

。

映
画
鑑
賞
会
の
後
は
、
コ
ク
ヨ
山
陽
四
国
販

売
さ
ん
の
事
務
所
を
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た

。

個
人

の
席
が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
役
員

室
が
な
い
こ
と

、
ス
テ

l
シ

ヨ
ナ
リ
ー
が
共
用

な
ど
、

新
し
い
提
案
が
詰
ま
っ
た
事
務
所
で
し

た

。
今

回

、
映
画
鑑
賞
会
の
会
場
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き

、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

親

睦

委

員

長

小

川

修

市

平
成

2

9
年
度
臨
時
総
会
を
終
え
て

は副井幹ま さ木表総桐表事月表さ選年 と 会に
丸幹将事たれ定幹務慎幹業始幹れ案度 し1員て 3
岡事人長賛まが事系治事系氏事、が役て号臨平月
正長氏は助し選に副氏に副がは新審員 3議時成 1
季に、藤会た出赤代 、中代 、大代議改 0案総 24 

会 9日
が年(

開度水
催賛)

さ助ア
れ会|

ま臨ク
し時ホ
た総テ
。会lレ
と岡
正山

prlog 

氏

が

選

出

さ

れ

ま

し

た

。
平

成

3

0
年

度

の

活

動

が

始

動

し

ま

す

。
引
き
続
き

講

演

会

が

開

催

さ

れ

、

「

セ

ン

ト

ラ

ル

キ
ッ
チ

ン
勉

強

会

」

と

題

し

て

(

株

)

ミ
l
ル
シ

ス
テ
ム
取
締
役
窪
田
孝
治
氏

が

講

演

さ

れ

ま

し

た

。
医

療

、

福

祉

施

設

で

給

食

部

門

の

効

率

と

衛

生

管

理

上

セ

ン

ト

ラ

ル

キ

ッ

チ

ン

に

よ

る

集

約

化

が

進

ん

で

い

る

説

明

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

の

後

3
月

例

会

を

開

催

し

、

懇

親

会

へ
と

移

行

し

、
大

丸

代

表

幹

事

今

期

最

後

の

懇

親

を

深

め

ま

し

た

。

総

務

・

広

報

委

員

長

赤

木

忘
年
例
会
報
告

平
成

2

9
年

1

2
月

5
日
に
忘
年
例

会

を

、
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し

た

口
正

会

員

2

8
名

、

賛

助

会

員

4

3

名
の

7

1
名

の

参

加

が

あ

り

ま

し

た

。

た(んだう
。くけ! !テ
じん」こ|

引ゲでれマ
き| 、がは
)ムお 0 --，
の 、絵 K幸

ゲ幸か C運
|運きのを
ムゲゲ隠ゲ
をツ|れツ

し卜ムた卜
ま大、才し

し会じ能よ
や

一
年
を
振
り
返
っ
て

第たさ展申何 3しち き加許しき学会てので かの何を『ていシそ長そに力
3 0せをしと 2た位最たしすいるび社い出し自とかを疑社関くヤの くれ就l!:=-
1 て願上か代が置後い 、限 。場合人き発た分今をすい会心ら|こなを任と年
代 頂いげでの 、にまと多り会でい・た点がのは問べ 、かをいにとりテさい前
きま、き大第慣で思く出員あ、職いに 、力考いき建ら持社ながま|せうに
ましまま月 3れ 、いの来のるい業となこ不え続な築学つ会り逆すマてテ 、
すてたし代 0る『ま立る皆とち人思るの足てけのをぶよの、にのにい l==il
。私 、た表代こ代す場だ様思人でいよ経をいるか信建う情一自で選たマ社
有の 0こへのと表 。をけにい間あまう験思まこ何じ築に勢年分割んだを会
難退 Kとの大は幹 経多はまとるすにがいすとをるのなや問自愛だき掲か
う任 Cを受垣で事 験く 、すしこ 。今 、知 。。すこ力り仕 、身致かまげら
ごのの皆け代き』 しの職 。てと 0後私つ 』ベと』ま組今へしにして学
ざご更様渡表まと て活場そもを Kににた でき 。はしみまのまった代ぶ
い挨なにしかせい い動環し成通 C生とー はで建『たにでプすい 。表建
ま拶る感役らんう たに境て長じはかつ年 なな築建 。つにレがて何幹築
しと発謝が第で立 だ参の楽でて、して問 いいは築 いなツ、は故事の

代

表

幹

事

大
丸

和
子

芳
田
小
学
校
学
習
指
導

マ名に
にを行 1
し対つ月
た象て 2
内にき 6
容「ま日
で省し 、

す工た芳
。ネ 。回

ウ ・5小
ツエ年学
デコ生校
イ」約学
園を1習
ヨテ 0指
ネ 10導

，.....， 
K 

お

絵

か

き

ゲ

i
ム

1
問

目

は

、
2
人

1

組

で

伝

言

し

な

が

ら

国

会

議

事

堂

を

書

い

て
も
ら
い
ま
し
た

。

2
問

目

は

ロ

ダ

ン

の

考

え

る

人

を

思

い

出

し

な

が

ら

書

い

て

頂

き

ま

し

た

。
座

っ

て

い

る

人

の

絵

は

難

し

い

の

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

し

た

が

、

ど

の

チ

ー

ム

も

個

性

あ

る

考

え

る

人

が

出

来

上

が

っ

て

い

ま

し

た

。

例

会

途

中

に

は

、

新

し

い

O

K

C
ソ
ン

グ
を
皆
で
合
唱
し
、

O

K

C
ら

し

い

一

体

感

が

生

ま

れ

ま

し

た

。
皆

様

、

親

睦

を

深

め

て

頂

け

ま

し

た

で

し

ょ

う

か

?

親

睦

委

員

長

小

川

正
会
員
入
会

D
a
A門

M
川

n
ν
A門

V
'
A門

a
r
c
-
n
・
1
+
L
e
C
十、

u
r
e

山

犠

健

太

郎

ユ
ソ
ニ
ア
ン
建
築
事
務
所

広
瀬

真
司

Rヨ1

祖

敏

明

賛

助

会

員

入
会

株

式

会

社

西

友

環

境
西
山

テうたけどす緒えの感が ，，1-==: "' ...， ，~ I 潔の たしさ貢 I料ダ
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柴 。てへとの C賛己自れろまにこ相 れ話も員々てコ省命レかる事体 とな厨も」の
田 く転し先の助研身るなし大と手小まが興が0いに工がスで金情験 なに房こ、工
れ勤て生活会鑓こののい変がに学し展味聞 Kる貢ネいのス属かか り長のん Lコ
るさ出に動員とれにでとかい話生た開深い Cか献 ・か長テのらら ま持福な!な
よれか、は一捉らはすこ悩かすを 。さいて会等し工に寿ンな清木 しち井に X材

ピ
ン
ポ
ン
交
流
会

日会
(主恒
金催例
)大と

フピな
工ンり
アポま
レンし
|大た

ン会総
岡が務
山 、.

に2広
て月報
開 1委
催 6員

修
市

H主
同

夫

賛 正
有 助 山 i家 aZE丈』

F艮 洋 22』冥 本 本 員
iコh=z 工 員 幸 雅 退
ネ土 業 退 子 久 £Z』冥

ス 株 d2』玄. 一 建
旬『句、、. 式 手投 築
ダ コib=z恥 建 吾En又， 

ユノ 社 築 計
後ス 岡 士 事期
かア 山 事 務

b 、ム 邑許ム，l. 務 所

退 ス 業 所

ぷZ三』
所

、、-'

編
集
後
記

今
回
は
久
々
の

F
I
L
E
担
当
で
し

た

。
初
め
て

F
I
L
E
を
作
っ
た
頃
に

比
べ
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
が
増
え
ま
し
た
よ
ね

。
私
が

O

K

C
に
入
っ
て

1

0
年
で
す

。
さ
ら
に
よ

り
良
い
団
体
と
し
て
発
展
で
き
る
よ
う
、

頑

張

り

た

い

と

思

い

ま

す

!

編

集

横

田

意が通す会建代ニ会優りとはたこ続 ルさ
義つし 。員築表アの勝ま建りのそけ建スれ
総なててピと設)ン高さし築、ではて築でま
務交い新ンし計は建祖れた土優すとい士迎し
・流くしポてク新築さた 。会勝がハる会えた
広会、いン入ラ年事ん、残が、 :ツのに撃 。

報で敗繋交会ブ度務(建念持準:スではつ建
委し北が流しのよ所ユ築でち優 。ル今負対築
員たしりをま正り副ソ土す去勝やし年け抗士
長 。まが 。 戦会

しで 円にアγ~ .，:;(ヲ田・開園圃 での
たきl':・'...IiIl.J歯P-¥"唖.. 聖司 す面
が、 函圃圃幽~~温・E可司 。々

大輪圃 ET.:J!2望睡ヨヨ a を
変が~孟孟園園-園園.ーーー- ダ
有広，... 盟国・・ -.---- ・圃国司・E ブ「

F
I
L
E
編
集

編
集
担
当

岡山建築設計クラブ

E
都

伯

総
務
・
広
報
委
員
会

赤
木

定

横
田

E
都

伯

干700-∞22
岡山市北区岩田町2-26ニュー中桐ピ、ル
TEL.086-233-1276 
Fωく，086・233-8351

赤
木

定

吉
備
路
そ
う
じ
ゃ
マ
ラ
ソ

ン
2
0
1
8

マ
ラ2
ソ月
ン2
!こ 5
1日
7~ 

名日
が)

出吉
じC走たにンなのど日た名ン 場備
まのる 。恵日のかれ頃 。に出フし路
し勢姿楓ま和に、ほの出な場ルまそ
たいに爽れのマ 2ど行場り者マしう
。を0とま好ラ月いい者まはうたじ
感K?し天ソ末いがのし 4ソ 。ゃ

マ
ラ
ソ
ン
同
好
会
会
長

和
田

洋
子



引

一

作

払

一

回

丸

山

建

築

成

加

ぽ

あ

ら

河

本

ぽ

あ

ら

一

以
W

諸

一

臨

幽
・

女

一

人

で

世

界

一

周

(
3
0
0
日
3
0
カ
国
1
0
0
都
市
)
後
、
『
河
本

一

d
F

以

樹

一

h.
掴
掴
圃
圏
ぼ
あ
ら
の
地
球
は
ま
あ
る
い
よ
』
を
出
版
し
、
本
屋
に
営
業
し
て
い
た
ら

一

二

号

一

a
E
E
吉
田
書
庖
へ
嫁
ぐ
こ
と
に
な
り
、
書
庖
+
建
築
事
務
所
+
自
邸
を
新
築

一

内

野

郡

ち

ー
ィ
醐

塑

し
、
建
築
模
型
材
料
庖
も
始
め
ま
し
た
。
こ
ん
な
私
で
す
が
よ
ろ
し
く
お

一

ω隠
吃
百

一

願
い
し
ま
す
。

一

川
る

A

A
-

創

湯

川

並

一
株

式

会

社

ノ

ザ

ワ

広

島

支

庖

針

原

光

成

一

Z
齢

純

一一

i川
】

お
陰
様
で
、
こ
の
春
か
ら
社
会
人
生
活
も

6
年
目
で
す
。
少
年
時
代
は

宙

本

一

宙

4
h
q
HU凡
魚
釣
り
に
は
ま
り
、
高
校
で
は
水
泳
、
大
学
で
は
材
料
系
の
研
究
室
で
コ

岬

制

四

時

一命

闘

志

ン
ク
リ
|
卜
を
練
っ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
行
っ
た
り

J

M
市

之

脇

一一

4av司
、
岨
ギ
タ
ー
を
練
習
し
て
み
た
り
、
写
真
を
撮
っ
て
み
た
り
と
気
に
な
っ
た
事

ん

ホ

道

防

舗

一円
川
川
川
川
川
は
ま
や
っ
て
み
た
い
性
格
で
す
。
こ
ん
な
私
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

一
固

と
尾
私
庖

…
F
I
l
l
--
引
。

一
パ
ナ
ソ
ニ
ツ
ク
株
式
会
社
エ
コ
ソ
リ
ユ

l
シ

ヨ

ン

ズ

社

上

村

祐

子

-

il

--
岡
山
生
ま
れ
の
岡
山
育
ち
、
短
大
を
卒
業
し
て
か
ら
ず
っ
と
同
じ
会
社

一

一
陣

J
ト
h
』

で
、
な
に
か
と
箱
入
り
の
女
で
す
。
食
べ
る
こ
と
"
飲
む
こ
と
が
大
好
き

一

一
.
，

E
峰

B
F
で
、
ち
っ
ち
ゃ
な
こ
と
な
ど
気
に
し
な
い
大
雑
把
な
お
調
子
者
と
な
っ
て

一

一

a
a
-
Eで
4
・
お
り
ま
す
。
心
も
力
ラ
ダ
も

O
型
で
す
。
こ
ん
な
私
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

一

一

い
し
ま
す
。

一
株

式

会

社

地

域

設

計

杉

井

昭

夫

一

一

回

笠
岡
と
岡
山
で
設
計
事
務
所
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
色
々
な
方
と

一

一
¥
j

・ed尼崎舗
の
出
会
い
で
今
日
が
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
体
を
動
か
し
た
り
、
外

一

一
一

基

陀

に
出
て
新
し
い
世
界
を
知
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
楽
し
い
お
話
が
あ
れ
ば

一

一
〆ト
仁

、

¥

ぜ
ひ
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
私
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一

一
シ

ン

ニ

チ

ロ

建

工

株

式

会

社

小

橋

尚

志

生
ま
れ
も
育
ち
も
岡
山
市
、
一
度
も
他
の
土
地
に
住
ん
だ
事
も
な
い

4

4

一

一一

才
で
す
。
中
学
生
の
娘
が
二
人
、
小
学
生
の
息
子
が
一
人
お
り
、
最
近
は
子
供

一

二

た
ち
の
色
々
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

一

一

負
け
ず
に
O
K
C
の
活
動
も
サ
ポ
ー
ト
出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
!
こ
ん
な
一

一

私
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

5
3
こ
ん
な
私
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
5
5

ごす11J10κC疋II 
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お

芝E

オャ

0
0
設

=司

キ
ツ
ズ
ス
ク
ー
ル
報
告

で
し
た
。
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
二
日
間
に

わ
た
る
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
は
大
好
評
に
終
わ
り

ま
し
た
。
誠
に
有
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